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和
６
年
度
の
事
業
経
過
を

見
て
判
断
し
て
い
く
。
た

だ
し
、
令
和
８
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い

て
は
財
源
と
し
て
国
に
納

め
る
負
担
額
を
注
視
し
、

保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上

げ
を
避
け
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
被
保
険
者

の
健
康
維
持
管
理

の
た
め
健
康
受
診

を
促
す
こ
と
で
、

保
険
給
付
を
抑
制

し
た
い
」
と
執
行

部
が
答
弁
し
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

組
合
会
議
員
か
ら
は
、

財
政
安
定
の
た
め
の
具
体

的
な
方
針
や
国
保
保
険
料

の
負
担
軽
減
策
を
求
め
る

質
問
・
要
望
等
が
あ
り
、

「
被
保
険
者
の
減
少
が
保

険
料
収
入
に
直
結
す
る
の

で
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
令

　

７
月
29
日
、

岡
山
市
北
区
の

岡
山
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
１
０

９
回
通
常
組
合

会
が
開
催
さ
れ
、

組
合
会
議
員
48

人
、
理
事
・
監

事
18
人
な
ど
合

わ
せ
て
計
77
人

が
出
席
し
ま
し

た
。

　

令
和
５
年
度

事
業
報
告
で
は
、

国
保
組
合
を
巡

る
社
会
情
勢
と

し
て
、
国
保
組

ま
し
た
が
、
集
中
し
て
競

技
に
取
り
組
む
選
手
２
人

の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の

で
、
会
場
に
は
終
始
緊
張

感
が
漂
い
、
あ
っ
と
い
う

間
に
制
限
時
間
を
迎
え
ま

し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
審
査
員

に
よ
る
ミ
リ
単
位
の
厳
正

な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、

山
田
選
手
が
見
事
１
位
を

獲
得
。
共
催
の
岡
山
県
職

業
能
力
開
発
協
会
か
ら
後

日
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

　

先
月
、
友

達
夫
婦
と
旅

行
に
行
っ
た
。

42
歳
の
本
厄

で
徳
島
県
に

あ
る
薬
王
寺

に
一
緒
に
厄

払
い
に
行
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、

気
が
付
け
ば
21
年
。
毎

年
旅
行
に
行
っ
て
い
る
。

　

妻
へ
の
感
謝
、
自
分

へ
の
ご
褒
美
、
何
よ
り

も
気
心
知
れ
た
友
達
と

毎
年
行
け
る
こ
と
が
楽

し
み
で
あ
る
。

　

今
年
は
京
都
に
あ
る

貴
船
神
社
や
千
本
鳥
居

で
有
名
な
伏
見
稲
荷
大

社
等
の
神
社
仏
閣
巡
り

を
し
、
素
晴
ら
し
い
建

築
技
術
を
拝
見
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
京
都
で
思

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
円

安
の
影
響
か
外
国
人
観

光
客
が
ほ
と
ん
ど
で
日

本
人
観
光
客
が
少
な
い
。

昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
に
よ
る
外
国
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
は
、

経
済
振
興
を
は
じ
め
と

す
る
好
ま
し
い
影
響
を

も
た
ら
す
が
、
そ
の
反

面
外
国
人
の
文
化
の
違

い
か
ら
か
ゴ
ミ
の
散
乱

や
ル
ー
ル
を
無
視
す
る

迷
惑
行
為
等
の
マ
ナ
ー

問
題
が
課
題
に
挙
げ
ら

れ
る
。

　

建
設
業
の
み
な
ら
ず
、

ど
の
業
界
で
も
様
々
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。仲

間
の
英
知
を
集
め
て
総

力
を
挙
げ
て
対
処
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
る
。
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磨
き
上
げ
た
技
術
を
競
う

山
田
選
手
が
全
国
大
会
へ

　
【
技
術
対
策
部
】
７
月
21
日
、
旧
職
訓
岡
山
校

（
岡
山
支
部
内
）
で
「
第
40
回
岡
山
県
青
年
技
能

競
技
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

９
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
岡
山
県
予
選
も

兼
ね
て
お
り
、
２
人
の
若
年
大
工
が
日
頃
培
っ
た

技
を
競
い
ま
し
た
。

出場した兒島選手（写真左）と山田選手（写真右）
　

こ
の
大
会
は
競
技
課
題

で
あ
る
「
四
方
転
び
踏
み

台
」
の
製
作
で
、
現
寸
図

の
製
作
、
墨
付
け
、
加
工

組
み
立
て
ま
で
の
工
程
を

合
わ
せ
て
６
時
間
の
競
技

時
間
内
で
完
成
さ
せ
、
そ

の
出
来
栄
え
を
競
う
も
の

で
す
。

　

今
年
度
の
出
場
選
手
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
５
回
目

の
出
場
と
な
る
山
田
文
那

https://www.okayamakenro.or.jp/

さ
ん
（
津
山
・
25
歳
）
と

５
年
振
り
の
出
場
と
な
る

兒
島
佑
弥
さ
ん
（
倉
敷
・

28
歳
）
の
２
人
で
す
。

　

選
手
達
は
事
前
に
開
催

さ
れ
た
予
備
講
習
に
加
え
、

仕
事
の
合
間
に
時
間
を
見

つ
け
て
は
自
主
練
習
に
励

む
な
ど
腕
を
磨
き
、
大
会

に
備
え
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
気
温
が
35

度
を
超
え
る
猛
暑
と
な
り

厳しい財政状況を乗り切ることを確認

答弁を行う執行部
た
。
ま
た
、
前
年
度

の
県
大
会
１
位
の
選

手
の
得
点
を
上
回
っ

て
い
た
た
め
、
全
国

で
も
好
成
績
が
期
待

で
き
る
と
し
て
、
念

願
の
全
国
大
会
へ
の

出
場
が
見
事
決
定
し

ま
し
た
。

　

山
田
選
手
は
「
５

回
目
の
挑
戦
で
、
や

っ
と
１
位
に
な
れ
て

良
か
っ
た
。
初
め
て

の
全
国
大
会
の
出
場
に
な

る
が
、
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
９
月
14
日

～
16
日
の
３
日
間
（
競
技

日
は
15
日
）、愛
媛
県
松
山

市
の
「
愛
媛
県
武
道
館
」

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
努
力

を
重
ね
、
優
れ
た
腕
で
ト

ッ
プ
を
手
に
し
た
山
田
選

手
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し

ょ
う
。

第109回通常組合会
保険料軽減を求める声
子育て支援金制度に注視

真
剣
に
取
り
組
む

合
に
対
す
る
関
係
予
算
総

額
が
現
行
補
助
水
準
を
確

保
し
た
こ
と
や
今
年
２
月

に
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
等
の
報
告
が

あ
り
、
令
和
５
年
度
の
財

政
状
況
と
し
て
、
歳
入
合

計
は
85
億
７
９
２
万
円
、

歳
出
合
計
は
78
億
４
，
６

８
０
万
円
と
な
り
、
収
支

差
引
残
額
は
６
億
６
，
１

１
２
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
が
、
単
年
度
収
支

に
つ
い
て
は
２
億
２
，
３

０
４
万
円
の
赤
字
と
な
り

ま
し
た
。

第40回
岡山県青年
技能競技大会

9月～11月は
秋の組織拡大月間です。

未加入者へ声を掛けよう。
7月末の組織人員

11,515人（前年比337人減）
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父のもとで修行中
協力得ながら活動進めたい

　
【
青
年
部　

中
野
皓

生（
都
窪
・
25
歳
）】
私

は
去
年
の
夏
に
脱
サ
ラ

を
し
て
、
内
装
業
を
営

ん
で
い
る
父
の
も
と
で

一
人
前
の
職
人
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
日
々

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
本
部
青

年
部
幹
事
の
役
に
就
き

ま
し
た
が
、
正
直
な
と
こ

ろ
ま
だ
組
合
も
青
年
部
も

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

で
す
。
た
だ
、
こ
う
し
て

携
わ
り
始
め
た
中
で
、
後

継
者
と
な
る
若
者
不
足
や

組
合
員
数
の
減
少
、
賃
金

単
価
の
引
き
上
げ
、
環
境

問
題
な
ど
私
達
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

内
装
工
と
し
て
の
仕
事

も
ま
だ
ま
だ
修
行
中
で
す

が
、
支
部
で
の
青
年
部
活

動
を
通
じ
て
他
の
組
合
員

の
方
々
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
青
年
部
幹
事
と
し
て

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
青

年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
、
都
窪
支
部
の
チ
ー
ム

の
士
気
を
上
げ
て
優
勝
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

熱
量
感
じ
る
２
日
間

全
国
の
仲
間
が
交
流
図
る

　
【
組
織
対
策
部
】令
和
６

年
３
月
末
時
点
の
組
合
組

織
人
員
は
１
１
，
６
７
０

人
（
前
年
同
月
比
１
６
６

人
減
）
と
、
２
年
連
続
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
も
赤
磐
支
部
、

苫
田
西
支
部
が
１
年
間
を

通
し
て
実
増
を
達
成
し
、

組
織
対
策
部
担
当
者
会
議

で「
組
織
拡
大
特
別
表
彰
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
組
合
全

体
で
年
間
実
増
を
果
た
す

べ
く
、
４
月
１
日
時
点
の

組
織
人
員
の
６
％
（
全
支

部
合
計
７
０
１
人
）
の
新

加
入
者
を
迎
え
る
こ
と
を

目
標
に
組
織
拡
大
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
月
か
ら
11
月

ま
で
の
３
ヶ
月
間
を
『
秋

の
組
織
拡
大
月
間
』
と
し

て
、
仲
間
を
増
や
す
運
動

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

拡
大
運
動
に
は
「
現
場

や
会
合
の
場
で
未
加
入
者

へ
声
掛
け
を
行
い
、
組
合

の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
」
こ

と
や
、
支
部
の
実
情
に
合

わ
せ
た
工
夫
あ
る
取
り
組

み
が
重
要
で
す
。

　

組
合
の
取
り
組
み
や
業

務
内
容
、
国
保
保
険
料
な

ど
を
簡
潔
に
掲
載
し
た
組

合
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
支
部

に
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

声
掛
け
の
際
に
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
達
の
仕
事
と
く
ら
し

を
守
り
、
諸
要
求
の
実
現

と
さ
ら
な
る
組
合
運
動
の

推
進
に
は
組
織
拡
大
が
重

要
で
す
。
仲
間
一
丸
と
な

っ
て
、
組
織
人
数
の
回
復

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
【
青
年
部
】全
建
総
連
第

31
回
全
国
青
協
交
流
集
会

が
６
月
７
日
か
ら
２
日
間
、

金
沢
市
金
沢
文
化
ホ
ー
ル

地
元
国
会
議
員
に
要
請

国
保
組
合
の
安
定
運
営
求
め
る

　

組
合
で
は
、
組

合
四
役
が
中
心
と

な
り
、
７
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
建

設
国
保
組
合
の
安

定
運
営
と
来
年
度

の
国
保
組
合
の
予

算
確
保
に
向
け
た

地
元
国
会
議
員
へ

の
要
請
行
動
を
実

施
し
、
議
員
又
は

秘
書
に
要
請
書
を

直
接
手
渡
し
ま
し

た
。

　

要
請
内
容
は
、
国
保
組

合
へ
の
国
庫
補
助
金
の
現

行
水
準
確
保
や
建
設
国
保

の
育
成
・
強
化
と
安
定
運

営
を
求
め
る
も
の
な
ど
に

加
え
、
昨
年
10
月
か
ら
開

始
さ
れ
て
い
る
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
の
見
直
し
に

つ
い
て
も
訴
え
ま
し
た
。

　

各
議
員
の
皆
さ
ん
は
要

請
書
を
快
く
受
け
取
り

「
建
設
国
保
の
安
定
運
営

に
向
け
た
み
な
さ
ん
の

日
々
の
頑
張
り
は
十
分

理
解
し
て
い
る
。
要
望

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
力
を
尽
く
し

た
い
」
な
ど
の
心
強
い

回
答
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
要
請
を
行
っ
た

議
員
の
方
は
左
記
の
通

り
で
す
。

　

衆
議
院
議
員

　
　

逢
沢　

一
郎

　
　

山
下　

貴
司

　
　

加
藤　

勝
信

　
　

橋
本　
　

岳

　
　

阿
部　

俊
子

　

参
議
院
議
員

　
　

石
井　

正
弘

　
　

小
野
田
紀
美

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

加藤議員に要請書を渡す井上副委員長

秋の組織拡大月間始まる
工夫ある取り組みで組織回復を

絆
を
深
め
た
青
年
部
達

拡大月間中の目標人数

支部名 目標
人数 支部名 目標

人数
倉　敷 43 和　気 4
岡　山 31 高　梁 4
都　窪 15 井　原 4
玉　島 14 吉　備 3
津　山 13 笠　岡 3
児　島 12 新　見 3
西大寺 11 御　津 2
総　社 9 苫田西 2
児島郡 7 小　田 2
玉　野 7 英　田 1
赤　磐 7 久　米 1
真　庭 5 計 203

に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
１
９
０
人
が
集
結
し
、

建
労
岡
山
か
ら
は
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
ま
ず
、
神
奈
川

県
連
と
奈
良
建
築
の
特
別

報
告
後
、
地
元
の
石
川
県

連
か
ら
能
登
半
島
地
震
の

被
災
報
告
と
全
国
の
仲
間

か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
挨
拶
が
あ
り
、
隣
県

の
富
山
県
連
か
ら
は
応
急

仮
設
木
造
住
宅
建
設
の
就

労
支
援
に
関
す
る
経
験
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
企
画
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
ち
寄
っ
た
素
材

（
静
止
画
や
動
画
）
を
利

用
し
た
短
編
動
画
制
作
で
、

班
ご
と
に
分
か
れ
た
参
加

者
達
は
伝
え
た
い
テ
ー
マ

を
決
め
た
上
で
素
材
を
ま

と
め
て
編
集
し
、
多
角
的

な
視
点
で
各
々
ユ
ニ
ー
ク

な
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
連
絡
や
情
報
収

集
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
が
主

流
で
あ
る
今
、
撮
影
や
編

集
に
は
少
し
ハ
ー
ド
ル
を

感
じ
て
い
る
仲
間
に
一
歩

踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な

る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
兼
六
園
散
策

と
和
菓
子
の
手
作
り
体
験

を
楽
し
み
、
参
加
し
た
幹

事
は
「
全
国
の
仲
間
と
と

て
も
楽
し
め
た
」「
熱
量
を

感
じ
る
２
日
間
だ
っ
た
」

と
話
し
、
刺
激
と
学
び
あ

る
良
き
交
流
集
会
と
な
り

ま
し
た
。

登録建築大工基幹技能者講習
受講者募集

経営事項審査の加点項目、建設現場での主任技術者要件に該
当、CCUS能力評価では最上位のレベル４の位置づけなどの
メリットがあります。

【開催日時】令和６年11月28日㈭～29日㈮
※講習時間は１日目：９時30分～16時50分予定

　　　　　　　　　　　２日目：９時30分～16時55分予定
※どちらの日程も２日間の受講が必須

【開催場所】大田商工会議所（島根県大田市大田町大田イ309-2）�
【定　　員】７人程度
【受 講 料】�44,000円※組合員自身が資格取得した場合、祝金合

計30,000円を給付
【受験要件】�以下の要件をすべて満たす方�

・�建築大工として、実務経験が10年以上かつ職長経
験が３年以上
・一級建築大工技能士、建築士等の資格を保持

【申込締切】令和６年10月31日㈭
　※詳細は所属支部へお問い合わせてください。
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ゴルフ好きの精鋭達

　

今
月
は
住
宅
対
策
部
か

ら
國
本
部
長
（
真
庭
・
大

工
／
写
真
左
）
と
元
宗
副

部
長
（
赤
磐
・
建
具
工
／

写
真
右
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

住
宅
対
策
部
は
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
エ
キ
ス
パ
ー

ト
（
旧
増
改
築
相
談
員
）

の
登
録
・
更
新
講
習
や
全

建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会

（
全
リ
協
）
の
会
員
の
随

時
募
集
の
ほ
か
、
公
営
施

設
で
の
住
宅
相
談
や
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
を
通

じ
て
岡
山
県
木
造
住
宅
建

設
協
会
（
ジ
ュ
タ
ッ
ク
）

の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
、
私

達
の
仕
事
確
保
に
繋
げ
る

取
り
組
み
に
努
め
て
い
ま

す
。
各
地
域
の
学
童
施
設

や
独
居
老
人
宅
の
補
修
や

清
掃
等
を
行
う
奉
仕
活
動

も
、
地
域
へ
の
貢
献
と
し

て
40
年
以
上
に
渡
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
歴
史
あ
る

活
動
で
す
。
今
年
よ
り
統

一
日
を
設
定
し
な
い
実
施

方
法
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
達
が
建
設
技
能
集
団
で

あ
る
こ
と
が
周
知
で
き
る

場
面
で
す
の
で
、
今
後

も
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
自
然

災
害
に
対
す
る
被
災
地

域
へ
の
支
援
も
行
っ
て

お
り
、
応
急
仮
設
木
造

住
宅
に
従
事
で
き
る
労

働
者
（
大
工
）
の
登
録

を
勧
め
、
全
建
総
連
か

ら
の
派
遣
要
請
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
で
プ
レ
ー

井
元
啓
三
さ
ん
が
優
勝

　

７
月
３
～
５
日
に
滋
賀

県
大
津
市
「
琵
琶
湖
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
て
、
全

建
総
連
第
50
回
教
宣
大
学

が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ

　
【
倉
敷
支
部　

山
縣
治
】

５
月
16
日
、
第
21
回
建
労

岡
山
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
勢
55
人
の
ゴ
ル
フ
好

き
の
精
鋭
達
が
岡
山
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
集
結
し

ま
し
た
。
汗
ば
む
陽
気
が

続
く
日
々
で
し
た
が
、
当

日
は
薄
曇
り
で
暑
さ
和
ら

ぐ
ゴ
ル
フ
日
和
。

　

午
前
８
時
15
分
に
１
組

か
ら
順
次
テ
ィ
ー
オ
フ
。２

連
覇
中
の
岡
山
支
部
と
、

そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と

す
る
他
支
部
の
仲
間
達

の
熱
い
闘
い
の
幕
が
切

っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

風
が
強
い
日
で
し
た

が
午
後
ラ
ウ
ン
ド
を
終

え
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に

戻
っ
て
き
た
各
組
の
み

な
さ
ん
は
笑
顔
で
仲
間

達
と
素
晴
ら
し
い
交
流

が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

優
勝
は
井
元
啓
三
さ

ん
（
倉
敷
）、
２
位
は
藤

本
卓
治
さ
ん
（
津
山
）、

３
位
は
小
銭
英
泰
さ
ん

（
都
窪
）
で
し
た
。

　

次
回
も
み
ん
な
で
楽

し
い
会
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

今
回
素
敵
な
会
を
設

け
て
く
だ
さ
っ
た
岡
山

支
部
の
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

は
、
開
催
地
の
地
元
取
材

等
を
通
じ
て
機
関
紙
編
集

の
基
礎
力
向
上
と
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
コ

ロ
ナ
禍
明
け
で
２
泊

３
日
の
通
常
開
催
は

５
年
ぶ
り
で
す
。
会

場
に
は
、
27
県
連
・

組
合
の
担
当
書
記

局
・
役
員
ら
計
98
人

が
集
ま
り
、
建
労
岡

山
か
ら
は
山
本
教
宣

部
長
と
本
部
書
記
局

１
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

初
日
の
実
技
講
演

で
は
、平
井
講
師（
兵

庫
県
連
）
が
取
材
方

法
や
記
事
の
執
筆
方

法
を
説
明
し
た
上
で
「
一

般
の
新
聞
と
は
違
っ
て
組

織
の
仲
間
が
読
む
も
の
で
、

同
じ
立
場
の
仲
間
が
書
く

か
ら
こ
そ
説
得
力
が
生
ま

れ
る
」
と
機
関
紙
の
持
つ

役
割
を
話
し
ま
し
た
。

　

各
教
室
に
分
散
し
た
参

加
者
達
は
、
２
日
目
に
比

叡
山
延
暦
寺
を
は
じ
め
と

し
た
計
６
ヵ
所
に
分
か
れ

て
取
材
を
実
施
。
書
き
留

め
た
メ
モ
や
写
真
を
教
室

に
持
ち
帰
り
、
担
当
講
師

の
指
導
を
得
な
が
ら
レ
イ

ア
ウ
ト
か
ら
見
出
し
に
至

る
全
て
の
編
集
を
仲
間
と

と
も
に
実
践
し
、
完
成
し

た
紙
面
は
３
日
目
に
発
表

し
て
互
い
の
健
闘
を
称
え

合
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
全
建
総

連
に
よ
る
各
県
連
・
組

合
対
象
の
第
26
回
機
関

紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
あ
り
、
建
労
岡
山

の
令
和
５
年
10
月
号
機

関
紙
（
８
２
５
号
）
が

入
選
評
価
さ
れ
、
山
本

部
長
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　
【
山
本
教
宣
部
長
】建

労
岡
山
と
し
て
機
関
紙

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
は
初

め
て
で
、
と
て
も
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
今
後
も

組
合
員
の
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
機
関

紙
づ
く
り
を
心
が
け
、

ま
た
受
賞
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

紙
面
作
り
の
基
礎
学
ぶ

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
岡
山
表
彰

第50回教宣大学
日曜健診のご案内
（健診未受診者対象）
受けよう自分と家族のために

本
部
　

　
役
員
紹
介

住
宅
の
こ
と
な
ら
ま
か
せ
ろ

教
室
で
編
集
作
業
を
行
う
参
加
者

ゴルフ
コンペ

フルハーネス型安全帯使用
特別教育実施のお知らせ

【開催日時】令和６年11月17日㈰
９時～16時40分�
※受付時間８時30分～

【開催場所】組合本部
【受 講 料】�組 合 員：2,000円�

組合員外：3,000円
【定　　員】40人
【締 切 日】�令和６年11月８日㈮�

※定員になり次第締切
【必要書類】�受講申込書、運転免許証の写し
　※�詳細は、所属支部へ問い合わせてくださ

い。

技能検定受検案内（後期）
【検定職種】�建築大工、鉄筋施工、かわらぶ

き、ガラス施工、防水施工、配
管、型枠施工等

【受付期間】10月７日㈪～10月18日㈮
【受 検 料】学科： 3,100円

実技：18,200円
※�35歳未満で２級受検の場合
は実技受検料が9,200円に
なります。

【申 込 先】岡山県職業能力開発協会
岡山市北区内山下2-3-10
TEL：086-225-1547

　※受検申請書は支部でも受け取れます。

健診日程 開催場所
11月３日㈰ 倉敷商工会議所 倉敷市白楽町249-5 
11月10日㈰ コンベックス岡山 岡山市北区大内田675
11月17日㈰ 西大寺公民館 岡山市東区向州1-1

12月１日㈰ 津山市勤労者
福祉センター 津山市勝部20-7

12月８日㈰ 灘崎文化センター 岡山市南区片岡186
　健診未受診の方を対象とした日曜健診を上記日程で実施し
ます。
　申込書は各支部より配布しています。詳しくは、所属支部
へ問い合わせてください。
　対象者は、一般健診が無料で受診できます。（ただし、オプ
ションは有料）
　健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守の上、
受診してください。体調不良時は、健診受診は控えていただ
くようお願いします。
　また、今後地域の実情に合わせた対策をとらせていただく
ことがあります。ご理解、ご協カをよろしくお願いします。
対象者： 健診未受診※である建設国保加入の組合員と配偶者、

40歳以上家族
　　　　※ 建設国保の補助のある他の健診と重複受診はでき

ません。
申込み： 所属支部を通じて必ず申込みをお願いします。（完全

予約制） 
締　切：健診日の１ヶ月前又は定員に達し次第
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た
め
、
使
用
す
る
た
び

に
愛
着
が
湧
い
て
く
る

と
言
い
ま
す
。

　

使
う
薪
に
つ
い
て
も
、

ひ
と
冬
に
軽
ト
ラ
３
台

分
の
量
を
消
費
す
る
た

め
「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
買
う
く
ら
い
な
ら
自

分
で
確
保
す
れ
ば
い

い
」
と
手
作
り
。
７
人

グ
ル
ー
プ
で
安
全
第
一

を
心
が
け
な
が
ら
主
に

支
障
木
な
ど
の
広
葉
樹

を
伐
採
し
、
11
月
中
旬

か
ら
２
月
ご
ろ
に
か
け

て
薪
割
り
を
行
い
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
組
み
と
い

う
方
法
で
積
み
立
て
て

約
２
年
間
乾
燥
さ
せ
て

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
グ
ル
ー
プ

内
で
薪
の
披
露
会
も
兼

ね
た
花
見
を
行
い
、
８

月
に
は
地
域
の
夏
祭
り

や
親
睦
会
な
ど
で
情
報

交
換
を
行
う
な

ど
、
仲
間
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場

も
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

川
上
さ
ん
は
、

今
度
は
ピ
ザ
窯

と
焼
き
芋
窯
を

手
作
り
し
て
、

地
域
の
祭
り
な

ど
で
披
露
し
た

い
と
今
後
の
楽

し
み
も
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
家
族
で
遊
び

に
行
く
の
も
少
な
く
な
る

な
～
」
な
ん
て
感
慨
深
く

な
っ
て
思
わ
ず
目
頭
が
熱

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
長
女
が
小
学

校
低
学
年
か
ら
中
学
生
の

頃
ま
で
、
会
社
で
は
人
手

が
足
ら
ず
主
人
も
私
も
昼

夜
問
わ
ず
忙
し
く
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
は
、
娘
の
話
相

手
に
さ
え
な
っ
て
あ
げ
ら

れ
ず
、
寂
し
い
思
い
を
さ

せ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も

311

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

愛着湧く薪ストーブ
薪もメンテも全て自分で
井原支部 川上光信さん（大工・59歳）

　

父
の
後
を
継
ぐ
た
め
に

25
歳
か
ら
大
工
を
営
ん
で

い
る
川
上
さ
ん
は
、
薪
ス

ト
ー
ブ
に
魅
了
さ
れ
て
い

ま
す
。「
２
年
前
に
お
客
さ

ん
の
家
に
設
置
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
エ
ア
コ
ン

や
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

と
は
違
い
、
部
屋
全
体
が

し
っ
か
り
暖
か
く
な
る
の

で
自
分
も
入
手
し
た
」
と

購
入
の
経
緯
を
話
し
ま
す
。

　

最
近
は
海
外
製
の
薪
ス

ト
ー
ブ
が
人
気
の
中
、
あ

え
て
国
産
に
こ
だ
わ
り
、

組
立
や
取
り
付
け
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
自
身
で
行
う

倉敷支部
安藤　恵子

　

気
持
ち
良
い
風
の
中
、

新
緑
の
山
々
を
眺
め
な
が

ら
親
子
４
人
バ
イ
ク
で
の

お
出
掛
け
で
す
。
大
型
バ

イ
ク
の
父
が
先
頭
を
務
め
、

遠
回
り
を
し
な
が
ら
美
星

町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
お
昼
前
に
、

道
の
駅
「
星
の
郷
」
に
到

着
し
、
お
店
オ
ス
ス
メ
の

美
星
満
点
豚
の
バ
ー
ガ
ー

ラ
ン
チ
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
楽
し
く
談
笑
。

　

も
う
す
ぐ
一
人
暮
ら
し

を
始
め
る
長
女
を
思
い

娘
達
な
り
に
色
々
と
考
え

て
く
れ
て
い
て
、
何
も
言

わ
な
く
て
も
洗
濯
物
が
畳

ん
で
あ
っ
た
り
、
お
米
が

炊
い
て
あ
っ
た
り
と
少
し

で
も
力
に
な
っ
て
く
れ
よ

う
と
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
娘
達
の
成

長
に
思
い
を
馳
せ
て

い
る
と
、
道
の
駅
で

駐
車
に
失
敗
し
た
長

女
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
、
ゆ
っ
く
り
と

バ
イ
ク
を
倒
し
て
次

薪
割
り
は
結
構
シ
ン
ド
イ

女
が
爆
笑
す
る
中
、
父

が
す
ぐ
に
助
け
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
族
で

の
団
欒
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
巣
立
つ
娘
の
成

長
と
幸
せ
を
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。

〈宛先〉
〒700-0024
岡山市北区駅元町23-12
　建労岡山教宣部
　　まちがいさがし係 宛

〈メールの場合〉
kyousen@okayamakenro.or.jp

　

今
月
は
好
評
の
「
７
つ

の
ま
ち
が
い
さ
が
し
」
を

行
い
ま
す
。
応
募
者
の
中

か
ら
抽
選
で
30
人
の
方
に

「
ク
オ
カ
ー
ド
１
，
０
０

０
円
分
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル

に
、
①
７
つ
の
間
違
い
箇

所
②
所
属
支
部
名
③
郵
便

番
号
④
住
所
⑤
氏
名
⑥
年

齢
⑦
組
合
機
関
紙
「
建
設

労
報
」
に
対
す
る
意
見
や

感
想
な
ど
を
記
入
の
上
、

下
記
宛
先
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
応
募
締
切
は
９

月
30
日
（
必
着
）
で
す
。

みんなでツーリング

親
子
４
人
の
ツ
ー
リ
ン
グ

娘
の
成
長
と
幸
せ
を
見
守
る

〈
県　

内
〉

３
日　

四
役
会
議

７
～
８
日

　

�

木
工
機
械
作
業
主
任

者
講
習

９
日　

女
性
会
幹
事
会

11
日

　

会
館
建
設
委
員
会

17
日　

青
年
部
幹
事
会

18
日

　

賃
金
担
当
者
会
議

19
日　

執
行
委
員
会

25
日

　

�「
リ
ス
ク
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
！
岡
山
」
運
動

推
進
大
会

７つの

亀の井ホテル保養所契約解除に伴う
マイステイズホテルグループ割引制度のご案内
　令和６年７月31日をもちまして、亀の井ホテル（全国30施設）の保養所契約が解
除となりました。現在保養所補助はありませんが、代替として岡山県建設国保組合専
用の宿泊料が10％OFFになる割引コード（プロモコード）が使用可能となります。
亀の井ホテル以外にもマイステイズホテルグループの全宿泊施設（令和６年４月１日
現在：全国150施設）が利用できますので、ご宿泊の際はご利用ください。

利用方法 ①�二次元コードまたはMYSTAYSホテルグループの公式ホームペー
ジへアクセス
②希望ホテル・日程・人数等を選択
③プロモコードを入力後、検索
④10％OFFで予約が可能

※WEB経由での予約のみ対象となります。（電話での予約では対象になりません）
※一部対象外プランがあります。

ま
ち
が
い
さ
が
し

30
人
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈

〈
県　

外
〉

５
～
６
日

　

�

全
建
総
連
拡
大
中
執
会

議
12
～
13
日

　

国
保
組
合
協
議
会

14
～
16
日

　

�

全
国
青
年
技
能
競
技
大

会
（
松
山
）

26
～
27
日

　

�

中
国
地
方
協
議
会
（
岡

山
）


